
２０２２年度 自然観察会 実施報告 

                  四日市自然保護推進委員会 

回数 第 1回 参加者数 18名 

テーマ 春の田んぼや林縁のいきもの～春の花や昆虫～ 

実施日 ２０２２年４月２４日 天候 雨 

場所 山田町足見川 

コース 

開会時刻（10：00） 

高齢者若者センター→竹林→八幡山 

解散時刻（12：00） 

指導内容など 

コロナ対策で参加者を 2班に分けて実施。 

・マツバウンランとオオマツバウンランの違いを観察。 

・タケノコの断面の観察。 

・カンアオイの花の観察。 

・アナグマのためフンの観察。 

・カワセミの巣穴の観察。 

・ナナホシテントウの幼虫、蛹、成虫の観察 

・マムシの死体の観察。 

・スイバの雄花、雌花の違いの観察。 

・カブトムシの幼虫探し。 

参加者の声など（抜粋） 

・雨の日は外を歩くことがないので、楽しい体験でした。 

・チゴユリがあんなに群生しているなんて感動しました。カンアオイもあんなに残っているとこ

ろは少ないと思うのでこのままの環境で残っていてほしいです。 

・アンケート用紙が濡れるので最後に配ってほしいです。 

・雨の日なりに子どもたちも楽しめて良かったです。 

 

観察記録（観察・採集・目撃・鳴き声  などの種類） 

植物 

オオマツバウンラン、マツバウンラン、モウソウチク、チゴユリ、カンアオイ

sp.、ヤマザクラ、コナラ、アカマツ、カキドオシ、ブタナ、ヒメブタナ、セイ

ヨウタンポポ、イシクラゲ、オオバコ、ハハコグサ、ウド、イヌシデ、ヒメハ

ギ、ユウゲショウ、クサギ、ニョイスミレ、ヘラオオバコ、ヤブニンジン、ベ

ニシダ、アカメガシワ、セイタカアワダチソウ、オオイヌノフグリ、スズメノ

ヤリ、ヒメスイバ、スイバ、スズメノエンドウ、カスマグサ、ヤハズエンドウ、

コメツブツメクサ 



昆虫 

ベニシジミ、モンキチョウ、カブトムシ（幼虫）、ヨツボシテントウムシダマシ、

ツバメシジミ、ナナホシテントウ、シリアゲムシ sp.、カマキリ sp.（幼虫）、ヤ

マトシジミ、ヒメウラナミジャノメ、ツマグロヒョウモン 

クモ ゴミグモ、アオオニグモ 

動物 

（哺乳類） 

モグラ塚、アナグマのためフン 

野鳥 

ツバメ、ヒヨドリ、ヤマガラ（声）、ウグイス（声）、コゲラ、モズ、ホオジ

ロ、シメ（声）、エナガ（声）、ケリ（声）、ハシブトガラス、スズメ、ビン

ズイ、カワラヒワ 

キノコ キクラゲ、ホコリタケ 

は虫類・ 

両生類 

ヌマガエル、アマガエル、、マムシ、シュレーゲルアオガエル、ニホンカナヘ

ビ 

その他 イセノナミマイマイ、クチベニマイマイ、ゲジ 

 

 

      マムシの死体の観察              タケノコの断面の観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ヌマガエルの観察                 カブトムシの幼虫の観察 

 

 

 

 

 


